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ラ ン ス ァ ミナ ーゼ
， 総 コ レ ス テ ロ ール

， 血清鉄等 を測

定 して，出産児 の 肝機能を 知 る 手が か りを得よ う と試み

た ．

　測定結果

　   　在胎期間 と肝機能

　＠ 総蛋白，AtG，ア ル ブ ミ ン 濃度は 在胎期 間 が 長 い

程高値を 示 し，特 に総蛋白値の 上昇は アル ブ ミ ン 値 の．L

昇 に よ るの で は ない か と思われ る。正期産の 値 は 総蛋自

5．68±O．64 （g ！dl）AiG ，1。47　t　O．4S，ア ル ブ ミ ン 3。31

± 0．439 如であ り蛋白分盡はβグ ロ プ リン 9．6％ （D。56
± 0．233g ／d工）と成入値よ り低 い ．

　  　血 清膠質反応　チ モ ール 混濁試験 ， 硫駿亞 鉛試験

共 に 在胎期間との 相関は認め難い ．

　＠ 　各種酵素値

　（i）　ア ル カ リフ オ ス フ ァ タ ーゼ ，新 生 児 は 成 人 に 比

し 高値を 示 し 15．8士 8。65であ るが 在胎期間 との 相関 は な

い ．

　（ii）　S．GOT ，　 S −GPT は い ず れ も成 人 の rE常範囲内

に あ り，成熟度 では無関係で あ つ た 。

　   　総 コ レ ス テ ロ ール
， 成人 に 比 しや Σ 低値 を 示 し

（ 111± 39．8  メdD 在胎期聞が長い 程平均値 は 高 くな る

が ， 有意差 は な い ．

　  　血晴 鉄 173± 70 ： γ　！d1とや N 高い 値を示 す が ，や

は り在胎期間 と関係は 認めな い

　  　分娩遷延27例．羊水混濁31例 ， 仮 死 8例 ， 高度黄

疸 （lctero　 meter 　4 以上）1丁例に っ い て ， 昏検査 結果 を

正 常値 と比較検討 した が，い ずれ 屯有意差 は認め られ な

か つ た ．

　 228に 対ずる質問　　　　 （国立福山）金岡　　毅

　子宮内では 胎盤 が 肝臓 の 働 きを 行 つ て い るの で 臍帯 血

の み の 測定で新生児 の 肝機能を推測するの は 困難では な

い で し よ うか ．私達は仮死 と高 ビ リル ビ ン 血症との 間 に

明か な 関胼性 を み とめ て い ま す ，

　答弁　　　．　　　　　　 （東京三 楽）堀口　貞夫

　臍帯 血 が 新生児全体 の ある い は胎児の 状態を示 す もの

ではない の で は な い か とい う考 え もあ り問題が あ る．

　出生 直後 に 得 られ 肝機能検査 の 結果 が 成熟度 ， 分娩の

状態 ， 新生児期 の 異常との 関係を検 討 した もの で あ る．

出生後の 検査 値 の 変動 と関連 して 検討す る 必要が あ る 様

に 思 わ れ る．

　追加　　　　　　　　 （日 赤本部産院）中嶋　唯夫

　 1） 肝の 未熟性 云k の 際 ，特 に 臍帯血の 分析 に 重点 を

置 こ う とす る と き ， 母体」血との 相閼が ，成熟度 とい うか

口産 婦 誌 17卷 8 号

未熟性 よ i丿も大零な we 三ght ｛　 串b
』
フ の で，　こ の 方 向に

も注意す る 必要が あ る 。

　 2） 肝機能の 未熟 とい う点で，北大の haemin 様物

質 ，私の haemin 系物貿の分光学的 な検 索導か ら考 え

て ，．1鳶腋 成分の 諸値云 2t よ り更 に，本 質的な もの の 検討

を行 う必要 は な い か 、

　 229．新生 児 の 成熟度 に っ い て

　　 （神経学的新生児成熟度評価法）

　　　 （都 立 台 東 産 院）

　　　　　　　幅岡　俊一
， 植村　一．・

郎 ， 阿蘇 　　哲

　　　　　　　鵜野　和 也 ，見常多喜子

　W ．H ．O ．決定 に ょ る生 下 時体重 2500g 以下の も の を以

っ て ，直ちに未熟児 とす る こ と は ， 臨床的に見て不適当

な決定であ り ， 私共は 他 の 成熟徴候，即 ち，（1）身体諸部

の 計測値，　⊂2）体表器管の 発育程度 （3）生 活現象 を 考慮

に 入 れ ， 成 熟度 を 調べ て s 取扱い 上 区別 して い るが，あ

ま り満足 な結果 を得られ ず ， 結局 は 生下時体重 が 2500g

以下とい う基準 に頼っ て い る現況 で あ る．

　 そ こ で私共は lllingw・ rth の 提唱せ る神経学的新生児

成熟度評価法 に注 「1し，当 1院新生 児
・
未熟児セ ン ター

で

調査 した成績を報告す る．第1 麦 の 如 く成熟度評価基準

は　（】）姿勢，　（2）自動運動 ，　（3）哺孚L彳于動，　（4）諸関節

の 運動範囲， （5）交叉 伸展反射， （6）歩行反射よ り成 り，

こ の 基準 に対す る 新生 児 の 反応 出現 は ， 在胎週数 に よ り

異 り，
28

，
32

， 36，
40週 の 4 つ の 在胎期間 に要約 して 検

査 した．

　そ の 結果は 第 2 ，第 3 表の 如 くであ り，神経学 的新生

児成熟度 評価法は新生児の 在胎期間の 推定 に役立つ もの

であ る との 確信を 鴛た ．特 に 私共 の 経験 し 得 た 2例 の 早

産成熟児は 神経 学 的 新 生 児成熟 度評価 法 に よ り，38週以

下，即 ち，未熟児徴候を 示 して お り ， 本症例の よ うな 早

産成熟児は，未熟児と して 特別 の 取扱い を す べ きであ る

と思 う、

　 ⊂ の 神経学的新生児成熟度評価 法は ， 未熟児 ， 特 に満

期産未熟児及 び早産成熟児 の 取扱い 上 臨琢的 に 有意義 の

も の と 思わ れ るの で，こ y に 報告す る次第であ る ．

　 229に 対す る質 問　　　　　 （東北大）安 達　寿夫

　未熟度 の 判定法 に は 絶対的な 基準 が な い の でや む を得

な い 点もあ るが ， 222番 も 同 様 に そ の デ
ー

タ を 在胎週 と

一致 して い る こ と でそ の 判定法 の 価 値 を の べ て い る と こ

う に 問 題 が あ る ．・艀1三後の 呼吸 曲線や Silverman の 呼 吸

評価や．血清 ビ リル ビ ン 値 な どは つ き りと した もの との 関

連性 を 示 す デ ータ を 出 して ほ しい s
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第 1 表 　神経 学 的 新生 児 成 熟度評 価基準

o

28 32

上 　　 　 肢

姿　　　勢
　 　 　 　 　 　 下
（背臥位 丿

肢

1頭

自 動 運 動

哺 乳

運 動 範 囲

交 叉 伸 展

歩 行 反 射

総 合 運 動

受 動 行 動 の 存

続

四 肢 の 個 々 の

運 動

刺戟 に 紺 す る

反 応 の 容 易 さ

哺　 乳　 力

持 　 　 　 続

頭 　 回 　 転

ス カ
ー

フ サ イ ソ

腕 関 節 屈 曲

足 背 屈 曲

膝　 伸 　 展

把 握 反 射

屈　 曲 　 相

仲 　 展　 相　　 し
内 　 転 　 相．

自 動 歩 行

歩 　 行　 型

外 転 伸 展
．

（弛 緩 性）

外 転 伸 展

（弛 緩 性）

側　 方 　 向

十

非 常 に 困 難

弱

肩胛通過 容易

肩 胛通 過 容易

．広 角

広 角

完 全

±

伸 展

外 転 伸 展

側 　 方 　 向

十

十

困 難

不 　 活 　 発

十

漸 次

漸 次

漸 次

漸 次

漸 次

±

十

±

±

っ 　 ま　 先

36 1
屈 曲 （伸展 容

易）

蛙 の よ うで な
い

体 軸 内 に て し

ば し ば 動 く

±

比 較 的 容 易

比 較 的 活 発

減 少

減 少

減 少

減 少

減 少

十

十

十

十

多 分 っ ま 先

40

屈 曲

力 強 く 屈 曲

体 軸 に
一

致

卅

十

容 易

活 発

卅

肩 胛 ま　で

肩 胛 ま　で

鋭 角

完 全 屈 曲

僅 少

十

十

十

十

か 　　か 　　と

‘

t

第 　2　表 第　 3　 衷

在 胎週 数

（例数）

28週 以 下 （4）

29− 32週　（　7）

33 − 36週 （8）

37− 40週 　（36）

神 経 学 的成 熟度 評 価法 に よ る 判

定 週 数

28週 29− 32避 33− ・・週1・・一・・週

（・・剃 ，・・霧，

　 5
（70％）− − − −

1

　 　 1
（12．5％ ）

　 2
（30e／o ）

　 6
（75％ ）

　 　 1

（ユ2，5％ ）

　 36
（．100％ ）

離離
醐 こ よ

列 38週 以 下

満 期 産

（31例 ）

早　　産

（24例）

満期産成熟児 20

満期産未熱児11

早産成熱児　 2

早産 未熱 児 　22

2 （100％）

22　（　100％）

i39週以 下

20　（　100％）

11 （100％ ）

　答弁　　　　　　　　（都立台東産院）阿蘇 　　哲

　私共 の 調査 しま した 症例 は，現在 の とこ ろ55例で少

の う御座 い ま すの で，経験 し得 た 満期産未熟児 11例は，

す べ て 200eg 以 上 あ り，本評値法 に よ り，39週 以 上 の 値

を 示 し ， 260D〜2TOO　g の 新生児 と同様の 臨床経過 を 示 し

て お り ，　 ま た 2 例の早産成熟児も， 38週以 下の値を示

し，未熟児 同様 の 取 扱 い を よ ぎな く され ま した が ，こ れ

か ら症例を重ねて まい りませ ば ， か な らず ， 満期産未熟

児の 中に も，未熟と判定 され ， 未熟児 として ， 取扱 わ ね

ば な らぬ 新生 児 も あ る と思い ま す．

　そ れ か ら，胎児性血色素 の 測定や他の 臓器 の 未熟性 な

ど も併行 して 調 べ て 行 きたい と思つ て お ります．

　追 加　　　　　　　　　　 （東京三 楽）堀 口 　貞夫

　母体血 清 の請検 査結果 との 関連性 につ い て の検討は別

の 機会 に報告す る 予 定 で あ る ．

N 工工
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　 ま た ア ル カ リ フ オ ス フ ア タ
ーゼ でもみ られ る ご と く単

な る数値の 多い 少い ごは な く， 例えば アル カ リソ オ ス フ

ア ターゼ の osteoger か hepateger か とい う問題 もあ

り，詳しい 検討が 必 要 であ る と考 えて い る ．

　 230 ．新 生 児肝 の 未 熟 性 に 関す る研究

　　　　　　　　 （東北大）安達　寿夫，北山　哲也

　　　　　　　　　　　　 丸 岡　　稔，1コ黒　保行

　 わ れ わ れ の 臨床観察 に よ れぱ小児腦障害の 原因 とな 笋

得る新生 児高 ビ リル ビ ン （以 下 1ビ 1 と略）血 症の 大半

は肝 の 未熟性 に よ る とい う成績 を 得 た ．し か し 現在 こ の

非溶 血 性高 「
．
ビ」血症 には 交換輸」C［1の ぽ か に きめ 手が な

い の で 「ビ」 俳泄促進 に 有効 な 薬物 を さが す 必要が あ

る．

　 今まで新生小動物 に 「ビ」を負荷す る こ とがで きな か

つ た た め こ の 点 の 研究が 進展 しな かっ たが ，われわれは

溶 媒 を工 夫す る こ と に よ り腹腔内注射後生 存 させ る こ と

が で きた の で，こ れ を利用 した 新生 ラ ッ トに ょ る 薬物の

負荷 「ビ」排泄作用の 検定法につ い て 述べ る，

　生後 5 〜7 口の 新生 ラ ツ トに 「ビ 」 0．5皿9を腹腔内に

注 射 しそ れと同 時に 検定す る薬物を 0．1ccを皮下 に注射

した後30分， ユ，2 ， 3，6 時 間 目 に頚部切断 に よ り採

1血し血清中の 「ビ」を 測定 した。

　血 清 「ビ」濃度は注射後 1時間 ［に ピー
ク が あ り 6 時

間 「1に な る とそ の 後とあ ま り変 らな くな る た め，薬物に

何 らか の 作用 が あ れば こ の 6 時間迄の カ
ープ に変化を 來

す の ではな い か と考 えた ．

　 こ の 方 法で 2 ，3 の 薬物 に つ い て 検討し て み る と，先

ず こ れ らの 薬物の 稀釈に用 い た生理 食塩水では コ ン ト卩

一
ル と殆ん ど差 は な く， ACTH −Z では 1 〜8時 間 に 明

ら か な ．血清 「ビ 」 値の 低下 を 認 め た ．predonin で は 1

時間値がや 丶 低 い 傾向があっ た ぼ か は む し ろ ； ン ト ロ
ー

ル よ り高 く，5％ glucose で は 1時間値 が 低 下 し た ほ ヵ・

は 差 が な く glucuronic　 acid で も 1 時 間 7iに や s 低い

傾 向を 示 した ぼ か は コ ン 1・ロ
ー

ル と殆ん ど差 を認め な か

つ た ．

　 230 に対する追加　　　　　（慶応 大）島 田　信宏

　臨床的 に ブ レ ド ニ ソ μ ン を 血 中 ビ リル ビ ン値 16皿g！leo

ml 以 上 の 肝未熟性 黄疸 児 に使用 す る と ， 対照群 に 比 し

て ビ リル ビ ン の 排滑 には 促進さ れ る よ うな結果が 出た 。

基 礎的 な 実験 は な い が，ACTH と共 に 使 用 さ れ て も良

い と考 えて い る 。

　使用：蹟は プ レ ド ニ ソ 卩 ン 1mg ！kg！day．を 2 〜3 日間

用い る ．48時間 で 排 泄 され た 血廴申 ビ リル ビ ン 量は 非 治 療

群の 約 2mg ！130m1 に対し 7mg ！100rn旦 と な つ た ．

　 231．新生 児肺 の 未 熟性 に 関 す る 研 究

　　　 〔東北大）

　　　　　　　九嶋　勝司，高橋　郁夫，芳賀　和夫

　　　　　　　安 達　寿夫 ， 村 中　　篤，水戸　洋
一一

　　　　　　　　　　　　 諸原　英雄 ， 鈴木　孝蔵

　 死腔の 極 め て小 さい 流 量 計を 用い て 新生児の 肺圧縮 率

及 び crying 　vital 　 capacity 　を 測 定 し た．　生 後 6 時間

以 前の 肺庄 縮率平均 は 4．52cc〆Cln 　H ，0 で 6　li寺間以後 に

急激 に 増大す る群 と十数 日迄低値 を示す群 とに別 れ た 。

　肺活 量 は 日令変化が 殆ん どな い t 肺圧縮率 も肺活 量も

生下 時 体重 2500g でわ ず か に 差 が み られ た が 肺活最 は

200Dg 前後 で数倍の 差を認めるs こ れ らの こ とか ら

　 1） 生 後 6 時間 を境 に して肺の 伸展性が 急激 に 増大す

る もの と ， か な り遅 れ る も のが あ り ，

　 2＞ 前者は 肺胞，肺容積の 拡大に よ る もの では な くむ

しろ 肺胞壁の 弾力構造 の 変化に よ る もの であ ろ う．

　 3） 二 群分離の 原因は分娩事情，殊 に呼吸開始状態 と

肺 そ の もの の 成熟度の 如何が 考 え られ る．

　 4） 生 下時体重別分布 か ら2500g 乃 至 2000　g 前後に成

熟度の 境界が あ る と思 わ れ る．

　5） 肺圧縮率 は 生 後 6 時 間以前の 値 と48時聞以後の 値

が得られ れぱ ， 児の 呼吸 予後を判定す る 示標に な る。

　 231に対 する 質問　　　　　　（束京大）堀 口貞夫

　  肺 コ ン プ ジ イ ア ン ス と依重 との 関係 を示 さ れ た

が ， 在 胎 期間 と関係 な く体重だ けで分類 ざれたの か ？

　  　食道内圧 曲線 に は 心搏動が 重 な つ て 困る こ とが あ

る が，バ ル
・一一

ン の 位置 は どの あ た りにお い て あ るか ．

　（§） 肺 コ ン プ ラ イア ン 測定時の 体位 は ？

　答弁　　　　　　　　　　　（東北大）高橋　郁夫

　1） 肺 圧縮率体重別分布は 体重の み に よつ て行 い 在胎

期 間 は 問 題 に し1焦か つ た ．

　2） 食遵内圧測定用バ ル ー
ン は 鼻孔 （口唇） よ 1）　14”一・

15cmで 行っ て い る．体位は仰臥位で行 な っ た．

　 232、新生 児及 び 未 熟児 に お け る 血 清尿 素窒素値の 超

徴 量 測定とその 意義

　　　　　　　（国立福 山）小 川 悦子，金岡 毅

　新生 児 及 び 未熟児 の 臨 床 的
一

般 症 状 と血 液生 化 学値 と

の 間 に は 必 ず し も成人 に み ら れ る よ うな 相関関係が な

く， 換言す れば血液生化学値 に 著明な変化があつ て も，

臨床的
一

般症状 か らは こ れ を伺 い 知 る 事は 出來 な い ．こ

の 様 な 意味 で血 清 尿 素 窒 素 を ウ レ ァ
ーゼ ，イ ン ドブ エ ノ

ー
ル 法 に よ つ て 新 生 児及 び未 熟児 に つ い て 経U 的変化 を
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